
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































四将。以都 轄王君万為第一将、都監王崇 副之、 轄
韓存宝為第二将、李浩副之。桑 為第三将、都巡検王湛
副之。 轄劉維吉為第四将、都監馬忠副之。仍詔湛権発
遣本路都監、其下蕃軍馬随地遠近分隷諸将、令本将選官
訓練、経略司度無辺事、即令正副将毎季互往下番州軍提
挙教閲。時遣枢密院検詳文字劉奉世、同陝西諸路帥臣分
兵置将、先以煕河路来上也。
『長編』巻二六一
三月癸巳朔
元豊三年 九
鹿 延路経略使・兼措置陝西縁辺四路辺防呂恵卿等言、分
定煕河路戦守兵馬九将所領兵四万一千三百八十九、馬万
二千四百一十八、輜重八万三千一百三、州軍・城寨・関
堡守城兵五万一千一百九十四。従之。
『長編』巻三〇三
四月丙申
三
二
に
編
成
さ
れ
る
以
前
か
ら
西
夏
に
対
す
る
防
秋
に
当
た
っ
て
い
る
。
ま
た
兵
力
の
配
置
か
ら
前
線
地
帯
の
就
糧
禁
軍
と
郷
兵
、
そ
し
て
前
線
と
同
規
模
の
後
方
の
就
糧
禁
軍
の
存
在
、
さ
ら
に
京
西
路
な
ど
か
ら
の
禁
軍
の
更
戍
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
上
下
番
の
禁
軍
と
郷
兵
を
一
体
的
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
当
然
の
成
り
行
き
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
開
封
府
界
や
京
西
路
の
将
兵
は
辺
境
の
緊
急
時
の
ほ
か22
）
、
防
秋
の
際
に
も
陝
西
各
路
に
駐
屯
し
て
い
た23
）
。
第
三
章
元
豊
年
間
の
将
兵
法
元
豊
元
年
（
一
〇
七
八
）
以
降
、
陝
西
の
将
兵
法
は
さ
ら
に
改
編
を
加
え
て
い
る
。
熙
寧
八
年
に
雑
多
な
兵
種
で
編
成
さ
れ
た
将
兵
が
、
わ
ず
か
数
年
の
間
に
改
編
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
元
豊
年
間
の
将
兵
改
編
に
つ
い
て
呂
恵
卿
が
、「
漢
蕃
兵
を
雑
え
て
編
成
し
、
戦
守
を
別
け
る
こ
と
を
提
案
し
た
」
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
小
笠
原
氏
で
あ
り24
）
、
こ
の
指
摘
を
さ
ら
に
進
め
て
、
漢
兵
と
蕃
兵
を
一
つ
の
部
隊
に
雑
ぜ
合
わ
せ
る
「
漢
蕃
合
一
策
」
が
将
兵
改
編
の
理
由
で
あ
る
と
し
た
の
が
金
氏
で
あ
る25
）
。
金
氏
に
よ
れ
ば
呂
の
改
編
以
前
、
漢
兵
と
蕃
兵
が
各
々
別
個
の
部
隊
に
編
成
さ
れ
、
有
事
の
際
に
部
族
か
ら
各
将
に
招
集
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
で
は
有
事
の
際
に
速
集
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
蕃
兵
を
最
初
か
ら
漢
兵
と
一
つ
の
部
隊
に
雑
ぜ
合
わ
せ
、
さ
ら
に
戦
守
の
役
割
を
分
け
て
五
千
人
で
一
将
を
編
成
し
た
と
す
る
。
し
か
し
筆
者
は
両
氏
と
い
さ
さ
か
異
な
る
理
由
か
ら
元
豊
年
間
の
将
兵
改
編
を
理
解
す
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
私
見
を
述
べ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
両
氏
が
示
し
た
『
長
編
』（
或
い
は
同
内
容
の
『
東
都
事
略
』
徐
禧
伝
）
の
関
係
箇
所
を
挙
げ
て
み
る
。
初
め
、
陝
西
縁
辺
の
兵
馬
、
蕃
弓
箭
手
と
漢
兵
各
お
の
自
ら
軍
を
為
す
。
戦
毎
に
多
く
蕃
部
を
以
て
前
鋒
と
為
し
、
而
し
て
漢
兵
城
を
守
り
、
便
利
を
伺
い
て
後
出
ず
。
戦
守
を
分
た
ず
、
一
路
毎
に
数
将
を
以
て
之
を
通
領
す
。
呂
恵
卿
鹿
延
に
帥
た
り
。
以
為
え
ら
く
、
調
発
速
集
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
と
。
始
め
て
旧
法
を
変
え
、
漢
蕃
兵
を
雑
え
て
団
結
し
、
戦
守
を
分
か
ち
て
、
五
千
人
毎
に
屯
に
随
い
三
三
北
宋
期
、
陝
西
に
お
け
る
将
兵
法
に
つ
い
て
将
を
置
く
。
条
約
を
具
し
て
以
て
上
す
。
辺
人
及
び
議
す
る
者
多
く
其
の
便
な
ら
ざ
る
を
言
う26
）
。
ま
た
『
宋
史
』
呂
恵
卿
伝
に
は
、
恵
卿
始
め
て
之
を
合
わ
せ
て
一
と
為
し
、
先
に
守
兵
を
蒐
補
し
、
而
し
て
其
の
選
を
出
し
て
以
て
戦
い
、
屯
に
随
い
将
を
置
き
、
条
約
を
具
し
て
之
を
上
す
。
辺
人
及
び
議
す
る
者
多
く
可
な
ら
ざ
る
を
言
う
。
路
都
監
高
永
亨
は
老
将
な
り
。
之
を
争
い
て
力つと
め
、
奏
し
て
之
を
斥
く27
）
。
と
あ
り
「
先
蒐
補
守
兵
、
而
出
其
選
以
戦
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
反
対
者
が
「
高
永
亨
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
な
ど
、『
長
編
』・『
東
都
事
略
』
な
ど
と
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
内
容
全
体
で
は
大
き
な
差
異
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
史
料
で
は
漢
兵
と
蕃
兵
を
雑
ぜ
る
こ
と
と
戦
守
を
分
け
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
将
兵
を
再
分
割
す
る
こ
と
に
繫
が
る
の
か
明
確
に
は
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
「
漢
蕃
合
一
策
」
と
戦
守
の
役
割
の
明
確
化
は
、
必
ず
し
も
将
兵
を
再
分
割
せ
ず
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
ぎ
に
、
よ
り
詳
細
な
記
述
で
あ
る
『
長
編
』
に
引
用
さ
れ
た
『
呂
恵
卿
家
伝
』
を
見
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
、
便
宜
上
①
呂
恵
卿
赴
任
前
の
鹿
延
路
の
状
況
、
②
呂
恵
卿
の
改
善
策
、
③
高
永
亨
の
反
対
意
見
、
に
分
け
て
示
し
て
お
く28
）
。
①
呂
恵
卿
赴
任
以
前
の
状
況
蓋
し
鹿
延
の
兵
、
縁
辺
と
下
番
の
白
地
に
分
屯
す
。
凡
そ
州
軍
の
城
寨
三
十
有
五
処
、
而
し
て
四
将
皆
な
延
に
治
す
。
毎
将
の
兵
、
所
在
に
交
わ
り
、
且
つ
兼
ね
て
城
守
に
隷
す
る
者
有
り
。
一
日
警
有
り
て
将
を
遣
わ
し
、
東
に
出
ず
れ
ば
則
ち
西
兵
従
い
、
西
に
出
ず
れ
ば
東
も
亦
た
然
り
。
寨
を
兼
ぬ
る
の
卒
、
家
を
顧
み
る
に
牽
か
れ
、
守
城
の
官
、
辞
す
る
に
空
壁
を
以
て
す
。
下
番
の
遠
く
、
又
た
不
三
四
時
に
至
り
、
而
し
て
其
の
力
を
集
め
、
赴
き
て
百
里
の
外
に
敵
せ
ん
と
欲
す
。
故
に
嘗つね
に
事
に
及
ば
ざ
る
を
以
て
患
い
と
為
す
。
②
呂
恵
卿
の
改
善
策
公
、
是
に
于
て
城
の
広
狭
を
度
る
に
歩
を
以
て
し
、
兵
を
授
く
る
こ
と
古
の
法
の
如
く
す
。
足
ら
ざ
れ
ば
則
ち
餘
夫
を
籍
し
て
之
を
益
す
。
守
兵
既
に
足
れ
ば
、
乃
ち
其
の
選
を
出
だ
し
て
以
て
戦
を
作
す
に
備
う
。
地
に
随
い
将
を
置
き
、
其
の
六
つ
は
辺
境
の
要
に
拠
り
、
其
の
一
つ
は
延
に
治
し
、
其
の
二
つ
は
下
番
の
二
州
に
在
り
。
将
に
分
地
有
り
、
兵
に
常
将
有
り
。
蕃
を
以
て
鋒
と
為
し
、
漢
を
脊
と
為
し
て
鋏
む
。
将
兵
は
戦
を
職
つかさどり
、
城
兵
は
守
を
職
る
。
較
然
と
し
て
皆
な
統
紀
有
り
。
器
械
糧
芻
の
物
、
取
具
を
計
り
、
名
数
を
籍
し
、
条
約
を
定
む
。
又
た
守
兵
を
以
て
辺
を
拓
き
、
而
し
て
尽
く
諸
将
を
延
に
合
せ
、
大
い
に
之
を
閲
す
。
異
時
の
調
発
、
旬
月
に
し
て
集
ま
る
こ
と
能
わ
ざ
る
者
、
一
日
に
ず
べ
し
。
③
高
永
亨
の
反
対
意
見
蕃
兵
参
隷
す
べ
か
ら
ず
。
参
隷
す
れ
ば
変
ぜ
ん
こ
と
を
虞
ば
か
る
。
将
兵
分
置
す
べ
か
ら
ず
。
分
置
す
れ
ば
威
を
弱
く
す
。
士
卒
を
閲
し
、
牛
馬
を
籍
せ
ば
、
実
に
戎
の
寇
す
る
を
召まね
く
。
以
上
の
『
呂
恵
卿
家
伝
』
に
よ
っ
て
『
長
編
』
お
よ
び
『
東
都
事
略
』
徐
禧
伝
な
ど
の
記
述
を
再
検
討
す
る
と
、
呂
恵
卿
が
「
調
発
不
能
速
集
」
と
考
え
た
の
は
、
①
に
あ
る
よ
う
に
縁
辺
と
下
番
の
地
に
分
屯
し
て
い
た
鹿
延
路
の
兵
が
、
縁
辺
で
は
三
十
五
の
城
寨
に
兵
士
が
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
将
官
は
延
州
に
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
戦
闘
に
従
事
す
る
者
と
城
寨
の
守
備
に
あ
た
る
者
と
を
分
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
下
番
の
地
が
遠
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
そ
の
改
善
策
が
、
②
に
あ
る
よ
う
に
戦
闘
を
行
う
兵
士
と
守
備
に
当
た
る
兵
士
を
明
確
に
分
け
る
こ
と
、
そ
し
て
鹿
延
路
の
将
を
九
三
五
北
宋
期
、
陝
西
に
お
け
る
将
兵
法
に
つ
い
て
つ
に
分
け
て
、
一
将
当
た
り
の
管
轄
地
域
を
縮
小
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
く
に
縁
辺
に
は
六
つ
の
将
が
配
置
さ
れ
、
普
段
は
城
寨
に
分
屯
し
て
い
る
兵
士
を
速
や
か
に
調
発
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
こ
で
表
二
を
見
る
と
、
元
豊
二
年
に
改
編
さ
れ
た
原
路
と
環
慶
路
の
将
兵
で
は
、
縁
辺
に
多
く
の
将
兵
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
原
路
十
一
将
の
う
ち
八
将
が
、
環
慶
路
八
将
の
う
ち
七
将
が
前
線
地
帯
に
あ
っ
た
。
ま
た
熙
河
路
の
将
兵
編
成
で
は
、
呂
の
改
善
策
に
い
う
、「
戦
を
職
つかさどる
」
将
兵
が
九
つ
置
か
れ
、
四
万
一
千
人
あ
ま
り
が
属
し
、「
守
を
職
る
」
州
軍
・
城
寨
・
関
堡
の
守
城
の
兵
は
五
万
一
千
人
あ
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
熙
河
路
の
場
合
、
こ
の
守
城
の
兵
に
も
漢
兵
と
蕃
兵
の
両
方
が
い
た29
）
。
し
た
が
っ
て
熙
寧
の
状
況
か
ら
通
観
す
れ
ば
、
熙
寧
八
年
以
前
の
兵
力
は
前
線
地
帯
の
堡
寨
に
分
散
し
、
大
挙
し
て
侵
攻
し
て
く
る
西
夏
軍
に
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
熙
寧
八
年
、
分
散
し
て
い
る
兵
力
を
い
っ
た
ん
幾
つ
か
の
将
兵
に
配
属
し
た
も
の
の
、
一
将
当
た
り
の
調
発
区
域
が
広
す
ぎ
た
た
め
速
集
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
元
豊
年
間
に
至
っ
て
再
び
兵
力
を
分
割
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
「
雑
漢
蕃
兵
」
に
関
し
て
は
、
②
に
あ
る
よ
う
に
蕃
兵
を
先
鋒
と
な
す
と
い
う
こ
と
か
ら
、
蕃
兵
は
蕃
兵
の
み
で
部
隊
を
編
成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
陝
西
の
将
兵
再
編
が
終
了
し
た
と
思
わ
れ
る
頃
、
蕃
兵
弓
箭
手
の
「
隊
」
と
い
う
部
隊
編
成
が
禁
軍
と
同
じ
も
の
に
な
っ
て
い
る30
）
。
も
し
同
じ
部
隊
に
混
合
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
処
置
は
必
要
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
③
高
永
亨
の
反
対
意
見
に
は
、「
蕃
兵
不
可
参
隷
」
と
あ
る
よ
う
に
、
将
兵
に
「
参
隷
」
し
た
の
は
確
か
な
よ
う
で
あ
り
、
「
参
隷
」
と
は
熙
寧
八
年
に
お
け
る
蕃
兵
の
将
兵
へ
の
編
入
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
蕃
兵
の
「
参
隷
」
に
つ
い
て
い
ま
少
し
考
え
て
い
き
た
い
。
呂
恵
卿
は
陝
西
の
将
兵
改
編
の
の
ち
、
河
東
で
も
将
兵
の
改
編
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
河
東
四
路
の
辺
面
二
千
餘
里
、
兵
七
万
人
。
旧
制
畸
零
交
錯
し
、
戦
守
分
か
た
ず
、
其
の
弊
陝
西
の
如
し31
）
。」
と
あ
っ
て
、
陝
西
と
同
じ
理
由
か
ら
将
兵
の
改
編
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
元
祐
元
年
の
三
省
・
枢
密
院
の
上
言
に
は
、
河
東
路
安
撫
司
の
上
奏
と
将
兵
再
編
を
行
っ
た
当
時
の
安
撫
使
三
六
で
あ
る
呂
恵
卿
の
上
奏
と
が
記
さ
れ
て
い
る32
）
。
ま
ず
呂
恵
卿
の
上
奏
に
は
、「
本
路
見
管
の
蕃
兵
少
な
か
ら
ず
、
自
来
未
だ
部
分
有
ら
ず
。
其
の
間
も
亦
た
事
藝
浅
軟
、
或
い
は
年
已
に
老
弱
な
る
も
の
有
り
。
恐
ら
く
は
緩
急
の
出
入
未
だ
斉
整
な
る
を
得
ず
。
臣
、
官
を
差
し
て
禁
軍
の
例
に
依
り
、
指
揮
を
団
成
す
。
乞
う
ら
く
は
永
遠
に
遵
守
せ
ん
こ
と
を
。」
と
あ
っ
て
、
河
東
路
の
蕃
兵
が
未
だ
指
揮
に
編
成
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
禁
軍
の
例
に
依
り
団
成
し
、
永
遠
に
遵
守
す
る
よ
う
に
請
う
た
。
よ
っ
て
蕃
兵
の
み
で
指
揮
を
編
成
し
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
の
安
撫
司
の
上
奏
に
は
、「
其
れ
蕃
軍
上
番
に
遇
え
ば
、
分
擘
し
て
第
六
・
第
八
将
副
の
下
に
在
り
、
正
兵
に
随
い
出
入
差
使
す
。
下
番
の
日
に
至
れ
ば
、
各
お
の
逐
堡
寨
の
地
分
の
本
家
に
帰
り
て
耕
作
す
。
今
欲
す
ら
く
は
、
本
路
の
蕃
兵
を
将
て
、
旧
に
依
り
堡
寨
を
し
て
管
轄
せ
し
め
、
内
府
州
の
蕃
兵
、
折
氏
専
一
に
管
勾
す
る
に
係
る
の
外
、
其
れ
麟
・
嵐
・
石
州
の
蕃
兵
なら
び
に
捉
生
、
更
に
将
下
に
隷
属
せ
ず
、
各
お
の
本
州
の
知
州
を
し
て
管
勾
を
提
挙
せ
し
め
、
応
合
に
守
把
・
鋪
分
等
の
差
使
に
差
す
及
び
緩
急
に
将
佐
に
随
い
出
入
す
べ
き
は
、
並
び
に
旧
例
に
依
ら
ん
こ
と
を
。」
と
あ
り
、
蕃
兵
は
上
番
の
時
に
は
各
将
副
に
分
か
れ
、
下
番
に
な
る
と
各
々
堡
寨
に
帰
っ
て
各
家
で
耕
作
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
旧
来
は
堡
寨
の
管
轄
下
に
あ
り
、
将
下
に
隷
属
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
将
兵
に
「
参
隷
」
す
る
と
は
、
蕃
兵
の
管
轄
が
堡
寨
か
ら
各
将
官
に
移
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
具
体
的
な
事
例
を
陝
西
に
お
い
て
見
て
み
る
と
、
元
符
二
年
（
一
〇
九
九
）
の
環
慶
路
安
撫
司
の
上
言
に
よ
れ
ば
、
環
慶
路
で
は
蕃
弓
箭
手
が
諸
寨
に
散
居
し
、
地
分
に
随
い
諸
将
に
隷
属
し
て
い
た33
）
。
ま
た
原
路
の
蕃
兵
は
、「
自
来
以
て
近
便
に
住
坐
し
、
分
隷
し
て
逐
将
下
の
所
管
に
在
り
。
凡
そ
出
入
有
れ
ば
、
本
将
全
て
引
路
・
探
望
・
伏
截
・
捉
人
・
使
喚
に
藉
り
、
集
む
る
を
得
る
を
為
し
易
く
、
蕃
兵
も
亦
た
枉
て
盤
纏
を
費
す
る
有
る
無
し34
）
。」
と
あ
り
、
近
便
の
と
こ
ろ
に
居
住
し
て
、
各
将
下
の
所
管
に
分
隷
し
、
日
頃
は
引
路
・
探
望
な
ど
に
当
た
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
紹
聖
四
年
の
章
呆
の
上
言
に
よ
れ
ば
、
新
た
に
城
寨
を
創
っ
た
と
き
、
城
寨
官
が
置
か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
第
十
一
将
が
城
寨
を
提
挙
し
て
い
た35
）
。
と
こ
ろ
で
蕃
兵
が
蕃
兵
の
み
で
一
部
隊
を
編
成
し
将
に
隷
属
し
た
な
ら
ば
、
金
氏
ら
が
提
示
し
た
史
料
の
「
雑
漢
蕃
兵
団
結
」
と
は
三
七
北
宋
期
、
陝
西
に
お
け
る
将
兵
法
に
つ
い
て
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
ま
ず
「
団
結
」
と
い
う
言
葉
の
用
例
に
つ
い
て
将
兵
に
関
連
し
た
事
例
で
は
、
林
の
『
古
今
源
流
至
論
』
に
引
く
『
祖
宗
官
制
旧
典
』
に
、「
将
を
分
か
ち
て
州
郡
の
兵
を
籍
し
、
一
路
を
通
じ
五
千
人
を
団
結
し
て
一
将
を
為
り
、
将
副
を
置
き
て
専
領
せ
し
む36
）
。」
と
あ
り
、
ま
た
『
嘉
定
鎮
江
志
』
に
は
、「
元
豊
四
年
、
又
た
詔
す
、
東
南
路
の
諸
軍
を
団
結
す
る
に
、
京
畿
の
法
の
如
く
す
。
凡
そ
十
三
将
、
浙
西
路
を
第
三
将
と
為
す
。
而
し
て
将
兵
此
に
昉
む37
）
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
将
兵
に
関
す
る
限
り
、
将
を
編
成
す
る
こ
と
を
「
団
結
」
と
い
う
。
さ
ら
に
元
豊
六
年
（
一
〇
八
三
）、
李
憲
が
熙
河
路
の
漢
兵
と
蕃
兵
を
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
将
兵
に
編
成
す
る
こ
と
を
上
言
し
た
記
事
に
は
、
煕
河
蘭
会
路
経
略
制
置
司
李
憲
言
え
ら
く
、
本
路
九
将
の
名
有
り
と
雖
ど
も
、
其
の
実
、
数
に
闕
く
る
こ
と
多
く
、
緩
急
に
駆
策
す
る
に
給
せ
ず
。
又
た
漢
蕃
の
兵
馬
雑
し
て
一
軍
と
為
し
、
今
未
だ
戦
に
出
ず
る
を
論
ぜ
ず
し
て
、
其
の
、
害
を
為
す
こ
と
已
に
多
し
。
…
臣
今
煕
州
に
至
り
、
已
に
各
お
の
五
軍
の
将
副
及
び
都
同
総
領
蕃
兵
将
を
定
め
、
逐
州
軍
の
正
兵
・
漢
弓
箭
手
を
用
て
各
お
の
一
軍
と
為
す
。
其
れ
蕃
兵
も
亦
た
各
お
の
一
軍
と
為
す38
）
。
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
漢
蕃
の
兵
馬
雑
し
て
一
軍
と
為
す
」
と
い
う
こ
と
が
、
漢
蕃
の
兵
馬
を
雑
し
て
一
将
と
為
す
、
こ
と
と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る39
）
。
し
た
が
っ
て
「
雑
漢
蕃
兵
団
結
」
と
は
、「
漢
蕃
の
兵
を
雑
し
て
」
将
を
「
団
結
」
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
熙
寧
八
年
の
将
兵
法
と
異
な
る
点
は
、
蕃
兵
が
禁
軍
と
同
じ
編
成
の
部
隊
と
な
っ
て
漢
兵
の
部
隊
と
と
も
に
一
将
下
に
あ
り
、
か
つ
蕃
兵
の
管
轄
が
堡
寨
か
ら
各
将
官
に
移
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
後
に
前
線
地
帯
と
同
規
模
の
兵
力
が
あ
っ
た
後
方
の
州
の
就
糧
禁
軍
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
鹿
延
路
の
後
方
の
州
は
、
鹿
州
と
坊
州
・
丹
州
の
三
つ
で
あ
る
。『
呂
恵
卿
家
伝
』
で
は
鹿
延
路
の
将
兵
の
う
ち
六
つ
は
辺
境
の
要
三
八
所
に
、
一
つ
は
延
州
に
、
そ
し
て
二
つ
は
下
番
の
州
に
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
元
豊
五
年
の
沈
括
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、
鹿
州
と
河
中
府
に
将
兵
が
配
置
さ
れ
て
お
り40
）
、
こ
の
二
州
が
下
番
の
州
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る41
）
。
原
路
で
は
州
と
儀
州
・
州
の
三
つ
が
後
方
の
州
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
将
兵
が
配
置
さ
れ
た
の
は
表
二
の
史
料
か
ら
、
州
と
儀
州
（
熙
寧
五
年
に
州
に
編
入
）
で
あ
り
、
第
十
一
将
は
永
興
軍
奉
天
県
に
あ
る
。
元
符
二
年
の
原
路
経
略
使
章
呆
の
上
奏
に
は
、
原
路
の
将
兵
の
兵
力
が
正
兵
と
弓
箭
手
を
合
わ
せ
て
七
万
餘
人
、
下
番
の
正
兵
は
永
興
及
び
奉
天
県
に
あ
り
、
そ
の
他
は
・
・
西
安
州
・
鎮
戎
・
徳
順
軍
な
ど
に
あ
る
と
す
る42
）
。
環
慶
路
で
は
、
鹿
州
と
寧
州
の
二
州
が
後
方
の
州
で
あ
っ
た
。
表
二
に
よ
り
、
第
八
将
が
鹿
州
に
置
か
れ
た
。
秦
鳳
路
の
将
兵
配
置
は
あ
ま
り
明
ら
か
で
は
な
い
。
後
方
で
あ
る
州
・
成
州
・
階
州
・
鳳
州
の
う
ち
、
階
州
に
将
兵
が
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
察
せ
ら
れ
る43
）
。
以
上
の
よ
う
に
、
後
方
の
州
で
は
将
兵
に
編
成
さ
れ
た
も
の
と
編
成
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。
編
成
さ
れ
な
か
っ
た
州
は
表
二
の
熙
河
路
の
よ
う
に
、「
州
軍
・
城
寨
・
関
堡
守
城
兵
」
と
し
て
州
の
守
備
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
後
方
の
就
糧
禁
軍
に
つ
い
て
は
将
兵
に
編
成
さ
れ
て
対
西
夏
防
衛
に
従
事
す
る
禁
軍
と
、
州
の
守
備
に
専
念
す
る
禁
軍
に
明
確
に
分
け
ら
れ
た
。
た
だ
し
こ
れ
ら
将
兵
の
置
か
れ
な
か
っ
た
州
に
も
京
西
や
府
界
の
将
兵
が
駐
屯
し
て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る44
）
。
い
っ
ぽ
う
軍
事
路
の
管
轄
地
を
越
え
て
鹿
延
路
将
兵
が
河
中
府
に
、
原
路
将
兵
が
永
興
軍
奉
天
県
に
置
か
れ
た
こ
と
も
元
豊
年
間
の
改
編
の
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。
た
だ
し
郷
兵
は
州
に
置
か
れ
た
第
一
将
と
、
奉
天
県
に
置
か
れ
た
第
十
一
将
に
は
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
郷
兵
が
後
方
の
州
に
は
含
ま
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る45
）
。
結
語
陝
西
に
お
け
る
兵
力
の
分
布
は
、
就
糧
禁
軍
が
前
線
地
帯
に
も
後
方
に
も
相
当
数
配
備
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
蕃
兵
や
弓
箭
手
な
ど
三
九
北
宋
期
、
陝
西
に
お
け
る
将
兵
法
に
つ
い
て
の
郷
兵
は
従
来
か
ら
前
線
地
帯
に
多
く
居
住
し
て
い
た
。
そ
こ
に
京
西
路
や
開
封
府
界
な
ど
か
ら
の
屯
駐
・
駐
泊
禁
軍
が
加
わ
っ
て
い
た
が
、
熙
寧
八
年
の
将
兵
法
で
は
こ
れ
ら
の
雑
多
な
兵
種
が
一
つ
の
将
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
辺
境
地
帯
に
は
多
く
の
城
寨
が
建
設
さ
れ
、
兵
力
が
分
散
し
す
ぎ
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
熙
寧
八
年
の
将
兵
法
を
み
る
と
、
原
路
で
は
七
万
人
あ
ま
り
で
五
つ
の
将
が
編
成
さ
れ
て
お
り
、
一
将
あ
た
り
約
一
万
四
千
人
と
な
る
。
ま
た
環
慶
路
で
は
五
万
二
千
人
あ
ま
り
で
四
つ
の
将
が
編
成
さ
れ
、
一
将
あ
た
り
約
一
万
三
千
人
と
な
る
。
し
か
し
一
将
ご
と
の
調
発
範
囲
が
広
す
ぎ
る
た
め
、
緊
急
の
際
に
多
数
の
城
寨
か
ら
集
結
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
呂
恵
卿
の
提
案
に
よ
っ
て
戦
守
の
兵
士
を
明
確
に
分
け
た
う
え
で
将
兵
を
再
分
割
し
、
鹿
延
路
で
は
九
将
（
一
将
五
千
人
）、
原
路
で
は
十
一
将
（
一
将
約
六
千
四
百
人
）、
環
慶
路
で
は
八
将
（
一
将
約
六
千
五
百
人
）
と
し
た
。
実
際
に
環
慶
路
第
三
将
は
、
六
千
人
の
兵
で
界
を
出
て
賊
と
戦
っ
て
い
る46
）
。
さ
ら
に
蕃
兵
も
禁
軍
と
同
じ
部
隊
編
成
と
な
り
、
城
寨
の
管
轄
か
ら
将
官
の
管
轄
下
に
移
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
陝
西
に
お
け
る
対
西
夏
防
衛
は
雑
多
な
兵
種
が
広
範
囲
に
分
布
す
る
と
い
う
陝
西
特
有
の
事
情
か
ら
、
い
か
に
雑
多
な
兵
種
を
有
効
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
し
て
各
城
寨
や
後
方
に
分
屯
す
る
兵
士
を
い
か
に
迅
速
に
集
結
で
き
る
か
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
克
服
の
た
め
に
将
兵
法
が
実
施
さ
れ
、
さ
ら
に
改
編
が
行
わ
れ
た
。
呂
恵
卿
の
改
編
以
降
、
将
兵
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り47
）
、
ま
た
熙
河
路
で
は
蕃
兵
と
漢
兵
そ
れ
ぞ
れ
で
将
を
編
成
し
た
り
と
、
地
域
の
事
情
や
時
勢
に
合
わ
せ
て
将
兵
法
は
さ
ら
に
手
が
加
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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田
和
男
「
宋
都
開
封
と
禁
軍
軍
営
の
変
遷
」（『
東
洋
学
報
』
七
四
三
・
四
、
一
九
九
三
）
7
）
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』（
以
下
『
長
編
』
と
略
称
）
巻
二
一
六
、
熙
寧
三
年
十
月
癸
亥
8
）
『
長
編
』
巻
二
一
八
、
煕
寧
三
年
十
二
月
己
未
9
）
『
長
編
』
巻
二
二
五
、
煕
寧
四
年
七
月
辛
亥
詔
頒
陝
西
四
路
防
秋
之
策
。
原
路
。
賊
若
寇
原
州
靖
安
・
綏
寧
、
則
原
州
兵
不
出
、
以
万
人
守
平
安
、
控
南
路
。
趨
州
、
以
鎮
戎
軍
将
兵
・
弓
箭
手
、
由
乾
興
径
入
靖
安
、
断
賊
帰
路
。
賊
若
寇
鎮
戎
軍
、
即
以
万
人
本
将
軍
馬
駐
本
軍
、
以
弓
箭
手
五
千
人
為
遊
兵
、
別
以
五
千
人
守
瓦
亭
、
更
移
静
辺
寨
所
駐
正
兵
・
弓
箭
手
取
三
川
路
合
勢
。
賊
若
寇
徳
順
軍
、
即
別
以
万
人
屯
守
静
辺
、
兼
以
弓
箭
手
五
千
人
為
遊
兵
、
逐
便
擾
撃
、
移
瓦
亭
五
千
人
入
本
軍
。
賊
若
自
武
延
・
易
川
而
来
、
即
移
静
辺
兵
駐
隆
徳
、
扼
賊
帰
路
。
鎮
戎
軍
第
四
将
及
弓
箭
手
由
得
勝
路
会
合
。
其
諸
城
寨
只
留
守
兵
、
不
責
以
戦
。
州
只
以
一
将
兼
義
勇
防
守
、
其
餘
兵
並
屯
瓦
亭
、
以
固
根
柢
、
左
右
相
援
、
合
勢
掩
殺
。
環
慶
路
。
賊
若
寇
東
北
両
路
、
並
以
正
兵
万
人
屯
業
楽
、
扼
淮
安
・
東
西
谷
・
柔
遠
・
大
順
之
会
。
賊
若
自
華
池
路
深
入
、
則
移
業
楽
兵
於
大
順
・
原
両
路
、
断
其
帰
路
。
慶
州
別
出
兵
至
合
水
、
与
原
・
大
順
兵
、
相
首
尾
。
賊
若
寇
環
州
、
即
移
業
楽
之
兵
、
截
山
径
路
趨
馬
嶺
、
更
相
度
事
勢
、
進
兵
入
木
波
、
与
環
州
相
望
、
拠
諸
寨
中
、
又
可
扼
奔
衝
慶
州
大
路
。
其
沿
辺
城
寨
、
只
留
守
兵
、
不
責
以
戦
。
自
餘
軍
馬
屯
慶
州
、
以
固
根
柢
。
秦
鳳
路
。
若
賊
寇
東
西
路
、
於
甘
谷
城
屯
正
兵
五
千
、
帖
以
蕃
漢
弓
箭
手
、
扼
奔
衝
青
雞
・
三
陽
一
帯
道
路
、
別
以
正
兵
五
千
帖
本
処
蕃
兵
弓
箭
手
守
古
、
更
益
都
巡
検
軍
馬
及
三
千
、
拠
通
、
与
甘
谷
・
古
相
望
。
若
約
此
置
兵
、
保
護
熟
戸
、
更
相
首
尾
、
足
以
枝
梧
。
其
諸
城
寨
只
留
守
兵
、
不
責
以
戦
。
自
餘
軍
馬
並
屯
秦
州
、
以
固
根
柢
。
鹿
延
路
。
若
賊
寇
東
路
、
宜
於
永
平
駐
兵
万
人
、
帖
以
本
処
蕃
漢
弓
箭
手
、
以
扼
綏
徳
・
黒
水
・
綏
平
・
懐
寧
・
順
安
・
青
㵎
之
会
。
亦
断
青
化
・
豊
林
趨
延
州
大
路
。
又
恐
自
永
平
東
循
大
川
、
至
青
㵎
城
南
出
延
州
、
則
青
㵎
亦
駐
兵
三
千
。
若
賊
寇
北
路
、
由
渾
州
塞
門
川
而
下
、
則
永
平
更
不
消
駐
兵
、
只
以
万
人
駐
金
明
県
、
扼
園
林
・
安
塞
・
龍
安
・
招
安
・
故
塞
門
・
安
遠
之
会
、
断
延
州
大
路
。
保
安
順
寧
路
窄
、
難
出
大
兵
、
只
以
三
千
守
軍
、
帖
以
蕃
兵
弓
箭
手
、
足
以
扼
賊
。
賊
寇
西
路
、
只
以
三
千
人
守
徳
靖
、
兼
四
一
北
宋
期
、
陝
西
に
お
け
る
将
兵
法
に
つ
い
て
以
蕃
兵
保
護
胡
・
李
二
族
、
則
金
明
不
消
人
馬
、
可
那
赴
万
安
、
為
保
安
・
徳
靖
声
援
。
或
西
北
両
路
兵
而
来
、
則
金
明
兵
不
動
、
別
以
五
千
人
守
万
安
、
賊
之
後
。
其
沿
辺
城
寨
並
只
留
守
兵
、
不
責
以
戦
。
自
餘
軍
馬
並
屯
延
州
、
以
固
根
柢
。
傍
線
部
は
『
宋
会
要
輯
稿
』
兵
二
八
一
〇
、
備
辺
二
、
熙
寧
四
年
十
月
に
よ
る
。
10
）
畑
地
正
憲
「
北
宋
時
代
に
お
け
る
陝
西
四
路
の
防
衛
戦
略
に
つ
い
て
」（『
山
口
大
学
文
学
會
志
』
五
九
、
二
〇
〇
九
）
11
）
『
武
経
総
要
』
巻
一
八
上
、
辺
防
、
陝
西
路
12
）
前
註
４
）小
笠
原
氏
13
）
『
長
編
』
巻
二
三
八
、
熙
寧
五
年
九
月
壬
申
。
同
巻
二
三
二
、
熙
寧
五
年
四
月
己
未
14
）
『
長
編
』
巻
二
〇
二
、
治
平
元
年
九
月
戊
子
、
是
秋
15
）
前
註
６
）久
保
田
氏
16
）
こ
の
よ
う
な
先
ず
蕃
兵
が
攻
撃
を
行
っ
て
、
そ
の
形
勢
を
見
て
か
ら
正
兵
が
攻
撃
を
行
う
様
子
は
、
前
註
３
）大
室
氏
・
前
註
５
）金
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
17
）
前
註
５
）金
氏
18
）
前
註
３
）大
室
氏
19
）
『
長
編
』
巻
二
二
二
、
煕
寧
四
年
四
月
庚
申
韓
言
、
臣
昨
至
州
、
与
本
路
経
略
使
蔡
挺
議
及
辺
計
。
大
抵
言
、
秦
・
慶
二
路
兵
寡
弱
。
宜
各
与
増
三
五
千
人
、
別
調
東
兵
二
万
於
同
・
耀
州
・
河
中
・
鳳
翔
府
、
就
糧
草
分
屯
。
挺
願
自
将
於
・
寧
州
為
四
路
行
営
駐
軍
之
所
、
更
不
領
逐
路
公
事
、
止
兼
提
挙
城
守
之
備
、
出
戦
兵
馬
専
為
応
援
、
候
知
賊
界
点
集
及
来
犯
一
路
、
即
領
所
将
二
万
、
或
更
於
路
追
兵
往
彼
、
与
本
路
出
戦
漢
・
蕃
兵
会
合
、
分
守
要
害
、
令
諸
城
寨
為
清
野
堅
壁
之
計
、
乗
賊
疲
惰
即
往
襲
撃
。
如
此
則
比
慶
暦
以
前
陝
西
増
兵
其
数
至
少
、
所
費
易
。
臣
察
挺
実
有
才
謀
、
処
置
一
路
辺
事
、
訓
練
撫
遏
、
恩
威
並
行
、
観
其
策
画
、
顕
尽
忠
力
、
望
召
挺
赴
闕
。
王
安
石
以
為
、
専
委
挺
、
則
挺
必
為
本
路
計
太
多
、
恐
不
便
於
諸
路
、
奏
寝
不
報
。
20
）
『
長
編
』
巻
二
二
三
、
煕
寧
四
年
五
月
乙
酉
朔
上
批
、
州
等
処
駐
兵
、
已
差
三
将
専
領
訓
練
。
既
欲
為
精
鋭
破
賊
之
軍
、
須
督
責
所
差
将
官
、
厳
切
教
習
、
量
賜
金
帛
、
使
賞
激
士
衆
。
仍
詔
曾
公
亮
、
専
提
挙
三
将
訓
練
、
遇
有
辺
事
、
須
増
兵
策
応
、
即
審
度
事
勢
、
遣
兵
将
往
、
事
定
抽
回
。
21
）
『
宋
会
要
輯
稿
』
兵
五
八
、
屯
戍
、
煕
寧
七
年
十
二
月
二
四
日
詔
権
発
遣
慶
州
范
純
仁
、
権
同
判
武
学
劉
奉
世
、
看
詳
鹿
延
路
分
将
文
字
、
当
如
何
措
置
以
聞
。
其
後
純
仁
等
言
、
相
度
将
本
路
第
一
将
駐
慶
州
、
第
二
将
環
州
、
第
三
将
大
順
城
、
第
四
将
淮
安
鎮
、
第
五
将
業
楽
鎮
、
第
六
将
木
波
鎮
、
第
七
将
永
和
寨
、
第
八
将
州
、
各
統
領
就
粮
・
屯
駐
・
駐
泊
下
番
正
軍
・
強
人
・
漢
蕃
弓
箭
手
兵
馬
。
従
之
。
こ
こ
に
挙
げ
た
環
慶
路
の
将
兵
法
で
は
、
八
つ
の
将
に
編
成
さ
れ
、「
従
之
」
と
裁
可
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
表
二
に
あ
る
よ
う
に
、
翌
八
年
に
は
改
め
て
四
将
に
編
成
す
る
詔
が
出
さ
れ
て
い
る
。
短
期
間
で
八
将
か
ら
四
将
へ
と
た
び
た
び
変
更
が
く
わ
え
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
し
た
が
っ
て
七
年
の
范
純
仁
ら
の
上
言
は
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
と
判
断
し
た
。
た
だ
し
四
将
の
編
成
で
も
、
そ
の
な
か
に
は
就
糧
・
屯
駐
・
駐
泊
禁
軍
が
含
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
四
二
22
）
『
長
編
』
巻
三
三
八
、
元
豊
六
年
八
月
辛
巳
詔
差
府
界
第
二
将
・
京
西
第
四
将
赴
鹿
延
路
、
京
西
第
三
将
赴
河
東
路
、
以
両
路
言
牒
報
辺
警
、
乞
増
兵
也
。
仍
令
劉
昌
祚
・
王
君
卿
、
如
辺
警
未
急
、
即
且
以
所
差
将
兵
於
近
裏
易
得
糧
草
州
軍
駐
、
以
備
勾
抽
。
『
長
編
』
巻
四
七
二
、
元
祐
七
年
四
月
戊
午
詔
永
興
軍
、
権
駐
泊
京
東
第
三
将
権
戍
原
路
。
以
経
略
司
言
西
賊
於
鎮
戎
・
徳
順
軍
出
没
、
乞
増
兵
故
也
。
23
）
『
長
編
』
巻
三
四
九
、
元
豊
七
年
十
月
己
巳
詔
、
原
・
鹿
延
両
路
発
赴
城
・
寨
・
堡
鎮
防
秋
諸
軍
、
比
諸
路
特
早
、
並
与
特
支
銭
。
『
長
編
』
巻
三
五
〇
、
元
豊
七
年
十
一
月
庚
子
枢
密
院
言
、
準
朝
旨
、
原
路
差
赴
城
・
寨
・
堡
鎮
防
秋
卒
、
比
之
諸
路
早
発
、
並
与
特
支
。
其
常
例
差
発
者
不
給
。
原
路
経
略
司
誤
比
類
該
説
、
不
尽
指
揮
給
州
防
秋
府
界
第
四
将
。
詔
転
運
司
劾
罪
、
已
支
銭
更
不
拘
収
、
勒
干
繫
人
均
備
。
後
経
略
使
廬
言
、
誤
給
銭
乞
独
坐
罪
。
詔
罰
銅
二
十
斤
、
劾
俸
罪
均
備
指
揮
不
行
。
24
）
前
註
４
）小
笠
原
氏
25
）
前
註
５
）金
氏
26
）
『
長
編
』
巻
二
九
七
、
元
豊
二
年
三
月
丙
戌
（＝
『
東
都
事
略
』
巻
八
六
、
徐
禧
伝
）
初
、
陝
西
縁
辺
兵
馬
、
蕃
弓
箭
手
与
漢
兵
各
自
為
軍
。
毎
戦
多
以
蕃
部
為
前
鋒
、
而
漢
兵
守
城
、
伺
便
利
後
出
。
不
分
戦
守
、
毎
一
路
以
数
将
通
領
之
。
呂
恵
卿
帥
鹿
延
。
以
為
、
調
発
不
能
速
集
。
始
変
旧
法
、
雑
漢
蕃
兵
団
結
、
分
戦
守
、
毎
五
千
人
随
屯
置
将
。
具
条
約
以
上
。
辺
人
及
議
者
多
言
其
不
便
。
27
）
『
宋
史
』
巻
四
七
一
、
姦
臣
一
、
呂
恵
卿
伝
始
、
陝
西
縁
辺
漢
蕃
兵
各
自
為
軍
。
毎
戦
則
以
蕃
部
為
先
鋒
、
而
漢
兵
城
守
、
伺
便
乃
出
戦
。
恵
卿
始
合
之
為
一
、
先
蒐
補
守
兵
、
而
出
其
選
以
戦
、
随
屯
置
将
。
具
条
約
上
之
。
辺
人
及
議
者
多
言
不
可
。
路
都
監
高
永
亨
、
老
将
也
。
争
之
力
、
奏
斥
之
。
28
）
『
長
編
』
巻
二
九
八
、
元
豊
二
年
五
月
己
巳
条
の
原
註
家
伝
云
、
公
既
至
延
、
考
昔
之
措
置
、
参
差
牴
、
誠
如
上
指
。
蓋
鹿
延
之
兵
、
分
屯
縁
辺
与
下
番
白
地
。
凡
州
軍
城
寨
三
十
有
五
処
、
而
四
将
皆
治
延
。
毎
将
之
兵
、
所
在
交
、
有
且
兼
隷
城
守
者
。
一
日
有
警
遣
将
、
東
出
則
西
兵
従
、
西
出
東
亦
然
。
兼
寨
之
卒
、
牽
于
顧
家
、
守
城
之
官
、
辞
以
空
壁
。
下
番
之
遠
、
又
不
時
至
、
而
欲
其
集
力
、
赴
敵
于
百
里
之
外
。
故
嘗
以
不
及
事
為
患
。
公
、
于
是
度
城
広
狭
以
歩
、
授
兵
如
古
法
。
不
足
則
籍
餘
夫
益
之
。
守
兵
既
足
、
乃
出
其
選
以
備
作
戦
。
随
地
置
将
、
其
六
拠
辺
境
之
要
、
其
一
治
延
、
其
二
在
下
番
二
州
。
将
有
分
地
、
兵
有
常
将
。
以
蕃
為
鋒
、
漢
為
脊
鋏
。
将
兵
職
戦
、
城
兵
職
守
。
較
然
皆
有
統
紀
。
器
械
糧
芻
物
、
計
取
具
、
籍
名
数
、
定
条
約
。
又
以
守
兵
拓
辺
、
而
尽
合
諸
将
於
延
、
大
閲
之
。
異
時
調
発
、
旬
月
不
能
集
者
、
一
日
可
。
乃
具
上
之
。
会
夏
人
以
兵
壁
対
境
、
詔
許
以
新
法
従
事
、
而
枢
密
院
有
不
説
公
者
、
持
難
久
之
。
辺
将
高
永
亨
自
以
姦
贓
、
不
利
公
為
之
帥
、
乃
騰
説
以
為
、
蕃
兵
不
可
参
隷
。
参
隷
虞
変
。
将
兵
不
可
分
置
。
分
置
弱
威
。
閲
士
卒
、
籍
牛
馬
、
実
召
戎
寇
。
傍
線
部
は
原
文
に
誤
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
29
）
『
長
編
』
巻
三
四
九
、
元
豊
七
年
十
月
戊
寅
詔
、
定
西
城
守
城
漢
・
蕃
諸
軍
百
姓
婦
女
、
城
上
与
賊
闘
敵
者
、
四
三
北
宋
期
、
陝
西
に
お
け
る
将
兵
法
に
つ
い
て
人
支
絹
十
匹
、
運
什
物
者
、
七
匹
、
城
下
供
雑
役
者
、
男
子
五
匹
、
婦
人
三
匹
。
30
）
『
長
編
』
巻
三
〇
八
、
元
豊
三
年
九
月
戊
子
熙
河
路
経
略
司
言
、
乞
先
団
結
弓
箭
手
、
従
之
。
是
年
詔
、
凡
弓
箭
手
・
兵
騎
各
以
五
十
人
為
隊
、
置
引
戦
・
旗
頭
・
左
右
旗
、
及
本
属
蕃
首
・
将
校
為
擁
隊
、
並
如
正
軍
法
。
蕃
捉
生
・
蕃
敢
勇
・
山
河
戸
亦
如
之
。
31
）
『
長
編
』
巻
三
四
四
、
元
豊
七
年
三
月
庚
申
の
原
註
（
呂
恵
卿
）
家
伝
云
、
…
河
東
四
路
辺
面
二
千
餘
里
、
兵
七
万
人
。
旧
制
畸
零
交
錯
、
戦
守
不
分
、
其
弊
如
陝
西
。
恵
卿
団
為
十
二
将
、
二
将
以
備
北
、
一
将
在
嵐
・
石
、
一
将
在
府
州
、
而
八
将
番
戍
河
外
。
凡
所
以
措
置
、
一
切
用
陝
西
之
法
。
32
）
『
長
編
』
巻
三
八
五
、
元
祐
元
年
八
月
丁
酉
三
省
・
枢
密
院
言
、
河
東
路
経
略
安
撫
使
司
奏
、
昨
有
河
東
路
安
撫
使
呂
恵
卿
奏
、
本
路
見
管
蕃
兵
不
少
、
自
来
未
有
部
分
。
其
間
亦
有
事
藝
浅
軟
、
或
年
已
老
弱
。
恐
緩
急
出
入
未
得
斉
整
。
臣
差
官
依
禁
軍
例
、
団
成
指
揮
。
乞
永
遠
遵
守
。
準
朝
旨
、
河
東
路
令
経
略
安
撫
司
牒
麟
府
路
軍
馬
司
、
相
度
利
害
聞
奏
。
本
司
牒
麟
府
路
軍
馬
司
相
度
、
実
為
不
便
、
兼
第
十
二
将
止
是
府
州
折
氏
下
蕃
部
。
昨
令
折
克
行
充
正
将
外
、
更
添
差
到
副
将
一
員
、
部
隊
将
共
一
十
五
員
。
其
蕃
軍
遇
上
番
、
分
擘
在
第
六
・
第
八
将
副
下
、
随
正
兵
出
入
差
使
。
至
下
番
日
、
各
帰
逐
堡
寨
地
分
本
家
耕
作
。
今
欲
将
本
路
蕃
兵
、
依
旧
堡
寨
管
轄
、
内
府
州
蕃
兵
、
係
折
氏
専
一
管
勾
外
、
其
麟
・
嵐
・
石
州
蕃
兵
捉
生
、
更
不
隷
属
将
下
、
各
令
本
州
知
州
提
挙
管
勾
、
応
合
差
守
把
鋪
分
等
差
使
及
緩
急
随
将
佐
出
入
、
並
依
旧
例
。
所
有
元
豊
七
年
朝
旨
内
、
蕃
兵
・
捉
生
隷
属
将
下
一
節
、
当
年
十
二
月
、
蕃
兵
団
五
指
揮
部
分
朝
旨
、
乞
更
不
施
行
。
及
除
折
克
行
依
旧
兼
帯
第
十
二
将
外
、
其
副
将
部
隊
将
乞
廃
罷
、
所
貴
於
蕃
情
・
辺
計
各
得
安
便
。
従
之
。
33
）
『
長
編
』
巻
五
〇
九
、
元
符
二
年
四
月
丁
酉
34
）
『
長
編
』
巻
五
〇
七
、
元
符
二
年
三
月
壬
子
の
原
注
臣
僚
子
奏
。
訪
聞
得
、
原
路
蕃
兵
、
自
来
以
住
坐
近
便
、
分
隷
在
逐
将
下
所
管
、
凡
有
出
入
、
本
将
全
藉
引
路
・
探
望
・
伏
截
・
捉
人
・
使
喚
、
易
為
得
集
、
蕃
兵
亦
無
枉
有
費
盤
纏
。
35
）
『
長
編
』
巻
四
八
六
、
紹
聖
四
年
四
月
甲
辰
36
）
林
『
古
今
源
流
至
論
』
続
集
巻
二
、
兵
権
分
将
籍
州
郡
兵
、
通
一
路
団
結
五
千
人
為
一
将
、
置
将
副
専
領
。
37
）
『
嘉
定
鎮
江
志
』
巻
十
、
兵
防
元
豊
四
年
、
又
詔
、
団
結
東
南
路
諸
軍
、
如
京
畿
法
。
凡
十
三
将
、
浙
西
路
為
第
三
将
。
而
将
兵
昉
乎
此
。
38
）
『
長
編
』
巻
三
三
八
、
元
豊
六
年
八
月
辛
巳
煕
河
蘭
会
路
経
略
制
置
司
李
憲
言
、
本
路
雖
有
九
将
之
名
、
其
実
多
闕
数
、
緩
急
不
給
駆
策
。
又
漢
蕃
兵
馬
雑
為
一
軍
、
今
未
論
出
戦
、
而
其
為
害
已
多
。
…
臣
今
至
煕
州
、
已
各
定
五
軍
将
副
及
都
同
総
領
蕃
兵
将
、
用
逐
州
軍
正
兵
・
漢
弓
箭
手
各
為
一
軍
。
其
蕃
兵
亦
各
為
一
軍
。
39
）
蕃
兵
と
漢
兵
が
別
々
に
将
を
編
成
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
註
５
）金
氏
参
照
40
）
『
長
編
』
巻
三
二
六
、
元
豊
五
年
五
月
丙
午
41
）
元
祐
七
年
、
鹿
州
に
第
九
将
、
河
中
府
に
第
八
将
が
置
か
れ
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
る
（『
長
編
』
巻
四
六
九
、
正
月
壬
子
）。
42
）
『
長
編
』
巻
五
一
八
、
元
符
二
年
十
一
月
辛
未
四
四
43
）
表
二
、
熙
寧
八
年
の
秦
鳳
路
、
及
び
『
長
編
』
巻
三
四
一
、
元
豊
六
年
十
一
月
丁
卯
44
）
た
と
え
ば
、
環
慶
路
の
将
兵
が
置
か
れ
な
か
っ
た
寧
州
に
、
府
界
第
七
将
、
京
西
第
二
将
が
駐
屯
し
て
い
た
。
『
長
編
』
巻
三
二
六
、
元
豊
五
年
五
月
癸
卯
環
慶
路
転
運
判
官
范
純
粋
乞
日
厳
辺
備
、
又
言
、
至
寧
州
見
当
職
官
、
言
本
州
駐
両
将
、
自
軍
回
後
、
死
者
過
五
百
餘
人
、
及
有
二
百
餘
人
疾
病
、
逃
亡
亦
過
二
百
餘
人
、
本
将
不
敢
尽
申
。
尋
勘
会
寧
州
歇
泊
将
兵
、
係
開
封
府
界
第
七
将
、
京
西
第
二
将
。
詔
本
将
分
析
、
仍
令
本
路
経
略
司
体
量
。
45
）
『
長
編
』
巻
三
三
五
、
元
豊
六
年
六
月
戊
午
彭
孫
言
、
原
路
蕃
兵
皆
富
有
、
出
入
止
是
雇
人
僕
従
軍
、
蓋
旧
無
正
官
管
轄
、
遇
軍
行
始
差
将
副
、
人
心
不
相
暗
、
故
難
指
呼
。
乞
差
蕃
官
両
員
及
暗
事
将
官
、
同
管
轄
処
置
、
庶
皆
得
素
養
之
兵
為
用
。
詔
経
略
司
看
詳
立
法
。
已
而
経
略
司
奏
、
漢
・
蕃
弓
箭
手
兵
馬
、
従
来
係
第
二
至
第
十
将
統
領
訓
練
、
別
無
不
便
、
難
以
便
差
蕃
官
。
従
之
。
46
）
『
長
編
』
巻
四
七
五
、
元
祐
七
年
七
月
丁
酉
47
）
将
兵
数
の
推
移
に
つ
い
て
は
、（
李
昌
憲
「
宋
代
将
兵
駐
地
考
述
」（『
大
陸
雑
誌
』
八
五
五
、
一
九
九
二
））
を
参
照
。
四
五
北
宋
期
、
陝
西
に
お
け
る
将
兵
法
に
つ
い
て
